[0.001s][warning][perf,memops] Cannot use file /tmp/hsperfdata_ec2-user/1876036 because it is locked by another process (errno = 11)

私たちの研究開発では、原料にもこだわっています。

とりわけ業界でいち早く注目した事例が、コレステロールです。

コレステロールは、CMCオイルの中の4割程度を占めており、髪を乾燥から守り、プルンとした質感にして

くれます。しかしパーマやカラー、加齢により毛髪から減少することも。また、製品化を望む声がある一方で、

技術的な難しさ、ナノ化CMCやセラミドの流行もあり、影を潜めていました。

そうした中、リトル・サイエンティストではその重要性から製品化を目指して研究に着手。

そして誕生したのが『アジアンムーン』です。

その後、『ベータレイヤー』、 『グレイスプリエ』、 『ガルバ』の各シリーズに次々と配合し、製品化を実現して

きました。

コレステロールにもいち早く着目
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さらに、リトル・サイエンティストではCMCの構造も重要であると考えています。CMC骨格のポイントはラ

メラ構造。このラメラ構造をきれいに配列させるためには液晶コレステロールが重要。初めから液晶構造なの

で、よりラメラ構造を形成しやすいのが特長です。また、コレステロールがラメラ構造接着の役割もするため、

CMC骨格をよりキープします。


